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「ＡＤＥＳＯＣ」報告    

ウムチョムゥイーザ学園 

             チャールズ校長より 

ウムチョムィーザ学園の実現は多くの皆様の直接または間接

的な支援により可能になりました。ありがとうございます。 

2001 年 34 名の子ども達を初めて迎えました。その多くは

ストリートチルドレンでした。教員は 1 人で始まりました。 

2006 年現在ウムチョムィーザ学園には 42６名の子ども達を受け入れました。そのうち 207

名が女子 2１９名が男子です。教員は 15 名になり、そのうち 9 名は女性です。 

来年 2007 年には約 500 名になります。教員は 18 名になり、初めての卒業生を送り出すこ

とになります。その卒業式に日本の皆様に参加していただきたいと思っています。日にちが決ま

りましたらお知らせしたいと思います。 

学校を作る夢は幼稚園・小学校を完成させるにはあと 4 教室が必要です。そしてサッカーグラ

ンド・バレーボールとバスケットボールコートも作らなければなりません。この夢は願望です。

力を合わせれば必ず叶います。 

子どもを抱えている教員や教育関係者はその子の将来も抱えています。なぜなら子どもは地球

の将来を持っている人だから！みんな一緒に力を合わせれば必ず無知と貧困をなくすことが出

きます。 

 

2006 年 2 学期（５月～７月）の日本からの支援の報告   

 ＊時価換算による。単位:円 

月 日本からの支援 現地の負担 合 計 

5 月 250,000 123,154 373,154 

6 月 250,000 110,752 360,752 

7 月 250,000 113,086 363,086 

合計 750,000 346,99２ 1,096,99２ 

％ ６８％ ３２％ １００％ 

 

2006 年 8 月現在の学費の納入状況の報告                  単位：人 

 

多くの家庭が学費を払えるようにするために、ウムチョムィーザ学園の学費は相対的に安く設

定しています。 

託児施設 小学校 
納入

状況 
年
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年

中 

年長
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年長

Ｂ 

1 年
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1 年
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2 年
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2 年
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3 年
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3 年
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4 年
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4 年

Ｂ 
5 年 

合計 

100% 23 28 12 16 20 19 25 27 17 22 11 13 15 248 

75% 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 5 

50% 3 1 3 1 1 2 1 0 1 3 1 2 1 20 

25% 3 2 2 1 1 2 4 1 2 2 2 1 2 25 

0% 6 7 9 6 13 10 10 13 10 6 7 4 9 110 

合計 35 39 27 25 36 33 40 42 30 33 21 20 27 408 

退学 1 4 1 1 0 1 1 0 1 1 2 3 2 18 

ウムチョ ムゥイーザ通信 No.１４ 
ルワンダ語で「良い文化学園」の意味を表します。 



２００１年に広島の良介さんたちは、「内戦で傷ついた子ども達が音楽の力で元気になっても

らいたい」と調律師の矢川さんが修理してくれた使われなくなったピアノ３台をルワンダへ贈

ろうという目標をたててくれました。 

 そのために、チャリティーコンサート等を開催し２００４年の夏にはピアノの輸送費として９０

万円ほどのお金を集めることができました。そしてついに、ルワンダの 

教育を考える会と協力して、２００５年の秋にルワンダの子ども達にピアノ 

を届けることができました。 

 フリーザチルドレンのみなさんありがとうございます。ピアノに最初 

にふれた子どもたちの感動はすばらしいものでした。 

～マリールイズさんの講演会を聞いて～         

フリー・ザ・チルドレン （平岡良介 16歳 ・ 八島菜摘 １６歳 ・ 田島優子 １５歳） 

 私たちはマリールイズさんから、今年の夏にルワンダについて話を聞く機会がありました。今までル

ワンダに関わる活動をしてきましたがこんなにくわしいことを聞くのは初めてでした。その講演会の

中で一番強く思ったことは、言葉や肌の色、民族など、多くの人が「違い」だと思っていることは、決し

て「違い」ではない、ということです。自分と「違う」言葉を話しているから、とか自分と「違う」肌の色

だから、という理由で争うことはとてもおろかなことだと思います。講演の中で、フツ族とツチ族の民

族の分け方を知り、私は呆然としました。同じ血を引いている家族や兄弟でさえ、無差別に民族を分け

られ、争わなくてはならないなんて、とても信じられませんでした。日本という国に住む私には、「民

族」という考え方がいまいちピンとこなかったからです。もちろん、日本国内でもさまざまな文化や方

言があるし、顔立ちだって地方で特徴があります。しかし、そのことで「私とあなたは違うから変だ」と

も思わないし、それが当たり前だと思っていました。 

 だから、講演を聴き、世界で実際に起こっている事実を目のあたりにした時は、自分がどれほど無

知であるか改めて思い知らされました。今まで知っていたつもりだったことも、直接の体験として聞く

事で考え直すことができました。 

 また、マリールイズさんの行動力にはとても感銘を受けました。いくら日本語を勉強したと言っても、

異国の地で暮らすことは不安でないわけがありません。それなのに、言葉の壁も乗り越え、明るく生き

ているマリールイズさんの姿から、言葉の違いや肌の色など問題ではないのだ、ということを学びま

した。それは、マリールイズさんの三人の子どもさんとふれあう中でも強く感じました。 

 そして、ウムチョムィーザ学園の子どもたちのきらきらした笑顔を見て、できることを精一杯やるこ

とが大切だと思いました。私はまだ子どもで、知らないこともたくさんあります。しかし、子どもだから

こそできることもたくさんあるはずです。 

 今回、マリールイズさん親子とふれあい、講演を聴くことで、新しいことに気づいたり、考えるきっ

かけとなりました。この経験を活かし、「違い」を『個性』として認め合える世界の実現に向けて、今の

私にできることを精一杯やろうと思います。 

 今回贈ったピアノで音楽っていうものはすばらしいと言うことを知ってほしい、 

そしてそのピアノをおもいっきり楽しんで使ってほしい。 



 

２００６年８月の例会にＪＩＣＡ二本松訓練所のみなさん

６名に参加していただきました。１０月３日に日本を出発し

て５名はルワンダ１名はマダガスカルで２年間幼稚園教

諭・農業指導・建築土木等海外支援のために旅立ちました。 

以下例会での「励ましの言葉」です。 

 ・識字教育を若い母親が真剣に学んでいました。読めないことの怖さ危険、反対に読め

ることのすばらしさを感じると思います。 

 ・学ぶ意欲があれば損得勘定抜きに真剣に学びます。条件が整って

いないからこそ、何もないからこそ、何かをしなくてはならない。

自ら学ぶ意欲を大事にしてください。 

 ・まとめることの大変さを感じると思いますが、チャレンジしてく

ださい！ 

・みんなを平等に見る目を養ってください。噂ですべてが流れるこ          

ともあるので、気をつけてください。 

 ・わからないことはそのままにしないで、すぐその場で質問してく          

ださい。コミュニケーションのとり方は日本と違うので、着飾った言葉 

ではなく、明るい心で接していけばきっととけこめるはずです。 

 ・体に気をつけて、頑張ってきてください。ぜひお便りを待っています。 

2 年後に帰国報告を聞けることを楽しみに待っています。 

『エクスポート・ジャパン㈱のご寄付について』 

齋藤照子 

 当会のホームページを介して寄付を申し出てくださった会社を、去る９月１３日ルイ

ズと訪ねました。 

 エクスポート・ジャパン㈱という会社で、インターネットを特化して日本企業の海外

向けＰＲを行なう専門企業です。大阪に本社があり、私たちが訪問したのは渋谷にあ

る東京オフィス。２０００年４月設立の若い会社ですが、売上の１％を海外で人道支援を

行なう団体へ寄付する活動を、昨年１月から開始したとのこと。社長の高岡謙二様は３

９歳、社員も若く国際色豊かで生き生きと仕事をしておりました。 

 当会への申し込みは、社員が「ホテルルワンダ」を観て触発されたのがきっかけだ

そうです。ルイズの話を中心に現地や当会の活動状況、支援のあり方等、本社と東京

のネット会議で約２時間話し合うことができました。 

 さっそく９月２５日、４８６，４０４円のご寄付をいただきました。これ以後は、会社の期

に則して１０万円を継続してご支援くださるとのありがたい申し出をいただきました。 

 私たちは、今後、このお心に誠意をもって確実にお答えしていく責任があります。

感謝を忘れず、各自ができることを、喜びを持って明るく楽しく実践することが、ルワ

ンダの子どもたちに通じると共にご協力くださる皆さんにお答えする道だと思いま

す。 

 エクスポート・ジャパンの皆さん、本当にありがとうございました。 

ルワンダへ飛んだ若者たち 

１０月６日ルワンダ着 

２０日間ホームスティ

をしながらルワンダ語

の研修を受講し、それ

ぞれの支援先へ向かい

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 「冬を愛する人は心広き人、根雪を

溶かす大地のような僕の母親・・・」の

歌詞のように、ルワンダの子どもたち

の笑顔を見守ってあげられるような

心広き人になりたいものです。 

 次回はルイズのルワンダ訪問（12月

1 日～21 日）の様子を報告できると思

います。 

       ルワンダの教育を考える会 

理事長  高橋 啓子 

副理事長 ｶﾝﾍﾞﾝｶﾞ･ﾏﾘｰﾙｲｽﾞ 

〒960-8252 

福島県福島市御山字中川原４４－２ 

サンコーポ１号棟 １０２号室 

T E L / F A X：０２４－５３３－８２８９ 

ホームページ：http://www.rwanda-npo.org 

e - m a i l:info@rwanda-npo.org 

 

ルワンダフルクリスマスキャンペーン期間： 

12 月１日～12 月 31日 

ルワンダの子どもたちへの募金箱を設置していただける場所

を募集します！！ 

 箱は思い思いの箱を利用していただき、考える会として箱に表

示するシールをお送りします。身近なところでの募金をお願いし

ます。 

 

 

会費振込･寄付･募金 

 

 

 

ソーラー発電…近い将来、教室にソーラー発電機をつけ、電力の確保をしたいと考えています。 

郵便振替口座：02290-0-97126 

加 入 者 名：ＮＰＯ法人 ルワンダの教育を考える会 

郵便振替口座：02200-2-77634 

加 入 者 名：ルワンダ ソーラー発電Ｐ 

事務局では、事務局スタッフ及び各種イベント開催時、お手伝いくださる

方を随時募集しています。（イベント開催時の半日でもＯＫです。） 

よろしくお願いします。 

☆掲示板☆ 

ルイズの言葉が、「ＮＨＫラジオ深夜便」１１月号に掲載されました。 

１冊３５０円 




